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【主な研究成果】 

 不純物元素の偏析挙動を実験的に観察するため、今

年度は一方向凝固装置の製作、操作方法を確立した。A

l-5.8Mg-2Si合金の一方向凝固実験を行い、Mg2Siの晶

出挙動の評価を行った。試料中の晶出物をEPMAで分析

した結果をFig. 1に示す。共晶組織に加えて20～30 ㎛

程度の粗大なMg2Siが晶出することがわかった。 

【今後の展望】 

 上記で確立した一方向凝固実験法を駆使して、アルミ

ニウム合金における不純物元素の偏析挙動を調査すると

ともに、偏析と共に問題となる金属間化合物や非金属介

在物等の生成物の晶析出挙動を評価する。 
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Fig. 1 一方向凝固させた Al-5.8Mg-
2Si 合金中の晶出物の EPMA 分析結果 


